
[問題1]
つぎの文が正しい場合は （ 〇 ） を、 間違っている場合は （ × ） を記入しなさい。

[問題2]
つぎの③から⑤に入る金額を記入しなさい。

[問題3]
つぎの⑥から⑨に入る選択肢を選びなさい。（選択肢は、２回使用すること）

①　貸借対照表等式は、資産　＝　負債　+　純資産　である。

負債勘定は、 増加を （⑥） に、 減少は （⑦） に記入する。

収益勘定は、 発生を （⑧） に、 取消は （⑨） に記入する。

②　損益計算書等式は、費用　+　当期純利益　＝　収益　である。

解答欄 ① ②

解答欄

選択肢　　　（ａ） 借方　　（ｂ） 貸方

期 首

資 産 負 債 純資産

9，000 8，000 ③

資 産 負 債 純資産

④ 8，800 1，200 ⑤ 19，800 200

期 末
収 益 費 用 当　期

純利益

④③ ⑤

解答欄 ⑧⑦⑥ ⑨



⑭　売掛金￥300，000の代金として、 受取手形を受け取った。

[問題4]
つぎの各勘定口座の⑩から⑬の中に入る選択肢を選びなさい。

[問題5]
つぎの⑭から⑳の取引の仕訳をしなさい。

借　方 貸　方

(　⑩　) (　⑪　)

解答欄 ⑫⑪⑩ ⑬

売 掛 金

選択肢　　（ａ） 増加　　 （ｂ） 減少　　 （ｃ） 発生　　 （ｄ） 取消

借　方 貸　方

(　⑫　) (　⑬　)

借　方 貸　方

⑮　営業用乗用車 1台￥1，000，000を購入し、 代金は現金で支払った。

借　方 貸　方

⑯　銀行から現金￥1，000，000を借り入れた。

借　方 貸　方

売 上


